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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音のエネルギーが影響を与える受信器と、
　該受信器から前記音のエネルギーを受け取って該音のエネルギーを電気信号に変換する
変換器と、
　前記受信器から前記電気信号を受け取り、該電気信号を分析し、さらに、該分析した電
気信号に応答してデータ分析信号を発生する分析器と、
　音声信号を生成するプロセッサであって、該音声信号が、前記データ分析信号の処理に
よって生成される処理信号と、アルゴリズムによって生成されて前記データ分析信号によ
って調整される生成的信号と、ユーザによって決定されて前記データ分析信号によって調
整されるスクリプト信号との中の少なくとも１つから選択可能である、プロセッサと、
　前記音声信号に基づいて音声を提供する音声発生器とを備える電子機器。
【請求項２】
　請求項１の電子機器において、前記音声信号が、前記音声発生器に供給される前にミキ
サによって混合され、また、任意に、フィルタ処理された機能マスカー信号又は調和マス
カー信号の少なくとも一方を備え、または、
　前記生成的信号が、和音ボイス、アルペッジオボイス、モチーフ信号、密度を変化する
音イベントのクラウド信号及び任意の持続時間の音のための制御データの制御信号を含む
電子機器。
【請求項３】
　請求項１の電子機器において、前記スクリプト信号が、予め記録された音声を含み、ま
たは、前記機能マスカー信号が、人間の耳の２５臨界帯域に基づく電子機器。
【請求項４】
　請求項１の電子機器において、前記プロセッサが、調和ベース、システムビート、そこ
で生成される調和設定及びそれに供給される既定のパラメータの中の少なくとも１つを用
いて前記音声信号を生成する電子機器。
【請求項５】
　請求項１の電子機器において、さらにメモリを含み、該メモリが、前記分析器からの結
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果を記憶し、さらに、
　前記データ分析信号を生成する際における前記分析器と、
　前記音声信号を生成する際における前記プロセッサとの少なくとも一方による連続的な
使用を許容する電子機器。
【請求項６】
　請求項５の電子機器において、前記メモリが、既定の時間にわたる前記データ分析信号
の二乗平均平方根値（又は実効値）（ＲＭＳ）と前記既定の時間にわたる前記データ分析
信号のピーク値の数との少なくとも一方を記憶し、また、選択的なものとして、前記記憶
された値が単一の臨界帯域又は多数の個別の臨界帯域である電子機器。
【請求項７】
　請求項５の電子機器において、前記メモリが、多数の時間周期にわって前記分析器から
得た結果を記憶する電子機器。
【請求項８】
　請求項１の電子機器において、前記音声信号が、前記受信した音響エネルギーによって
活性化可能である電子機器。
【請求項９】
　請求項１の電子機器において、さらに、既定の期間内において１又は２回以上音声を生
成させるタイマーを備える電子機器。
【請求項１０】
　請求項９の電子機器において、前記タイマーが、前記音響エネルギーが既定の振幅に到
達するか否かに関わらず、前記既定の期間内において前記音声が生成されるようにし、ま
たは、
　前記タイマーが、前記既定の期間内において少なくとも１つの既定の臨界帯域において
、若しくは、前記既定の期間においてすべての前記臨界帯域以下において、音声が生成さ
れるようにする電子機器。
【請求項１１】
　請求項１の電子機器において、さらに、ユーザ選択の入力に基づいてユーザ信号を提供
する手動で設定可能なコントローラを含み、または、
　さらにインターコムを備えており、それを介して、少なくとも１つのユーザ設定可能な
パラメータが、前記データ分析信号の少なくとも１つによって動的に影響される電子機器
【請求項１２】
　請求項１１の電子機器において、多数のユーザ設定可能なパラメータが互いに動的に影
響しあい、それにより、相互作用のカスケードを形成する電子機器。
【請求項１３】
　請求項１の電子機器において、前記音声信号が、サウンドスプライトからの出力を用い
て生成される電子機器。
【請求項１４】
　請求項１３の電子機器において、前記出力を生成するために前記サウンドスプライトに
よって使用されたパラメータは、インターコムの１又は２以上のチャネル上で前記サウン
ドスプライトによって利用可能である電子機器。
【請求項１５】
　請求項１４の電子機器において、前記インターコムのチャネルの１つにおいて異なるサ
ウンドスプライトによって利用可能な同一のパラメータは、前記異なるサウンドスプライ
トによって別々に使用可能であり、または、
　前記インターコムの異なるチャネルの前記パラメータは、前記サウンドスプライトの１
つによって使用可能であり、また、特定の出力を提供するように結合可能である電子機器
【請求項１６】
　請求項１４の電子機器において、前記サウンドスプライトの第１のものの第１出力は、
前記インターコムの１又は２以上のチャネルを経由して前記サウンドスプライトの第２の
ものの第２出力に影響を与えることができ、また、任意の遅延によって、ユーザの好みに
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応じて、実時間で又は既定の時間遅延の後に、前記第１の出力が前記第２の出力に影響を
与えることができ、または、
　前記サウンドスプライトの１つによって生成された出力は、前記インターコムのチャネ
ル上の同一のパラメータの特性が異なるときには、さまざまな方法によって、影響を受け
ることができ、または、
　前記インターコムの異なるチャネルは、該電子機器の構成要素の異なる数の構成要素に
対し利用可能である電子機器。
【請求項１７】
　請求項１の電子機器において、前記音声信号は、前記受信した音響エネルギーに依存す
る従属信号又は前記受信した音響エネルギーから独立した独立信号を備える電子機器。
【請求項１８】
　請求項１の電子機器において、前記受信器は音声検出構成要素を含み、前記音声発生器
が音声出力構成要素を含み、前記音検出構成要素及び音声出力構成要素の各々が、物理的
音声減衰境界上に設けられていて、該境界の一方の側で作動し、または、
　選択的なものとして、さらに、制御システムを備えており、それを介して、ユーザが、
入力音声が検出されることになる前記境界の前記側と、音声が出力されることになる前記
境界の前記側とを選択することができる電子機器。
【請求項１９】
　音響エネルギーを受け取り、
　該音響エネルギーを電気信号に変換し、
　該電気信号を分析し、
　該分析した電気信号に応答してデータ分析信号を発生し、
　前記データ分析信号の処理によって生成される処理信号と、アルゴリズムによって生成
されさらに前記データ分析信号によって調整される生成的信号と、ユーザによって決定さ
れさらに前記データ分析信号によって調整されるスクリプト信号との中の少なくとも１つ
から選択される音声信号を発生し、さらに、
　該音声信号に基づいて音声を提供する方法。
【請求項２０】
　１又は２以上のプロセッサによって実行可能なコンピュータ読み取り可能なソフトウエ
アコードであって、
　受け取った音響エネルギーを電気信号に変換し、
　該電気信号を分析し、
　該分析した電気信号に応答してデータ分析信号を発生し、
　前記データ分析信号の直接の処理によって生成される処理信号と、アルゴリズムによっ
て生成されさらに前記データ分析信号によって調整される生成的信号と、ユーザによって
決定されさらに前記データ分析信号によって調整されるスクリプト信号との中の少なくと
も１つから選択される音声信号を発生する、１又は２以上のプロセッサによって実行可能
なコンピュータ読み取り可能なソフトウエアコード。
【請求項２１】
　請求項２０のコンピュータ読み取り可能なソフトウエアコードが記録されたコンピュー
タ読み取り可能な記録媒体。                             
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